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Claude Code概要

今年6月頃から話題に

流行した理由

CLI上で自律的に動くよう学習したモデル Claude 4 の登場
有料プラン内で使える（追加課金不要）

以下を全てAIに任せられる革命的ツール

・環境構築（インストール）

・コマンド実行（ファイル検索 & 読み書き）

・デバッグ
・Git 操作…
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押さえておくべき、直近のLLM技術動向３選

▢ CLI（Claude Codeなど）

▢ MCP（ツール使用）

▢ RAG（検索）
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MCPとは

4

画像の引用 https://www.ai-souken.com/article/claude-mcp-overview

Model Context Protocol

の開発元が
広めたデファクト規格

LLMが外部ツールを

直接呼び出すのに必要な

一式をSDKで提供



ユーザ視点

①便利な MCPサーバを探す

②任意の MCPクライアントにconfig.jsonをコピペ

（例：ChatGPT, Claude Desktop, Cursor, Dify…など）

※無ければSDKで開発しGitHub等でMCPサーバを実装して
リリースすると世界中の人が使える
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①「○○ MCPサーバ」と検索（※厳選集⇩）
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②MCP対応のAIアプリにconfig.jsonをコピペ

MCPサーバのGitHub等からコピペ

※ Claude Codeでは以下のような一行コマンドで済む
claude mcp add desktop-commander -- npx -y @wonderwhy-er/desktop-commander
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RAG

Retrieval-Augmented Generation) とは
LLM が外部の知識ベースから関連情報を検索し
その情報を基に回答を生成する技術

引用元 https://atmarkit.itmedia.co.jp/ait/articles/2403/13/news035.html
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2025年6月頃からRAGの情勢が変化

Claude Codeの登場

CLIのBashコマンド等を駆使してファイル一覧を把握し

必要に応じて、文字列で検索をかけて

数十行だけREADしたり

親子検索等の従来のRAGより柔軟
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VibeCodeHPC実験
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ここ数か月で開発してきた
VibeCodeHPCリポジトリ

プロンプトmarkdownファイル x 20（約１万行）

Python, Shellスクリプト x 10 (約５千行)



システム構成
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Desktop 

Commander
MCPサーバ

※２段階認証が必要な場合、SSHや
SFTPセッションを維持する機能が必要

ログインノード

SSH

【遠隔コマンド自動実行】
・scp ファイル転送
・make コンパイル
・pjsub ジョブ投下

・cat 結果確認

ssh-agent

SSHコマンド実行時、 秘密鍵と
パスフレーズが自動で使用され安全

手元のPC

スパコン等

コマンドライン

ファイル読み書き

VibeCodeHPC 

Claude4

SFTP

CI 
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エージェントの種類
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tmux集約並列エージェントの役割

PM（Project Manager）ユーザと対話し要件定義・ 階層設計・リソース(人員)割当

SE（System Engineer）PGの記録フォーマット監視・可視化・分析ツール整備・レポー
ト

PG（Programmer）コード生成・結果からコード修正

CI（Continuous Integration) リモートSSH 管理・環境構築・ファイル転送・実行

CD（Continuous Delivery）GitHub管理・ユーザid等の固有情報 ⇄匿名
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PM > SE > PG を基本とする組織

16



様々なエージェント構成で実験

マルチエージェント （Claude Code 2セッション使用時の時間上限）

☆ 4体 = PM + SE       + PG       + CD （※～140分）

☆☆☆ 6体 = PM + SE       + PG x 3 + CD （※～120分）

☆☆ 8体 = PM + SE x 2 + PG x 4 + CD （※～80分）

Soloエージェント

☆ １体で4種のエージェントを模倣
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入力
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入力1：要件定義書

例と template を提供

PMと対話的に作成しても良い

19



入力1：要件定義書 requirement_definition.md
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以下は実験後の処理を楽にするのに特化した記述（不要）
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要件定義はシンプルにした方が混同によるミスが少ない

TypeIIのみ

C/C++ (Fortranは使用しない)

cuBLASなどの数値計算ライブラリは禁止

リソースグループ一覧を与えるので適切なものを選択

△ CPUとGPU両方で同時に最適化 → GPUの理論演算を基準に

△シングルノード・マルチノード → シングルノードに限定

△入出力精度：float(32bit) と double(64bit)の両方 → doubleに限定

1GPU と 4GPU 別に理論演算性能を算出
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入力2：スパコン情報 _remote_info/ に置く

ユーザID：必須
スパコンの作業ディレクトリ：推奨

コマンド：必須（pjsub, pjstat2, pjdel）
モジュール系：必須（module avail, module load, ユーザ持参pathの通し方）

リソースグループ一覧：推奨

サンプルコード：推奨（スパコン側で提供⇒パスを書けばＯＫ）

コンパイラ：任意

片桐・星野研のメンバーしかアクセス不可な場所で共有はしている
https://github.com/Katagiri-Hoshino-Lab/VibeCodeHPC_remote_info/tree/main
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スパコンのマニュアルは機密文書...？

本当はテキスト化して配布するのが理想だが、個人で作成してもらうしかない

【ヒント】

PDFを読ませるのが早い

Claude CodeもPDFをRead()できるが

画像が多いマニュアルはトークンを浪費するので事前に

テキスト化させておくと良い
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入力３：最適化したいコード BaseCode/ に置く

※省略可

以下の行列積の最適化実験では、PMに並列化前のコードを考えて生成させる
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実験
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事前準備

Claude Codeのインストール

※WindowsはWSL推奨 (同時にpython3も入る) 

https://zenn.dev/acntechjp/articles/eb5d6c8e71bfb9

tmux, jqのインストール

OpenSSH形式 保存とssh-agentの有効化
https://docs.google.com/presentation/d/1Nrz6KbSsL5sbaKk1nNS8ysb4sfB2dK8JZeZooPx4NSg/edit?usp=sharing

Gitツールのインストール

28

https://zenn.dev/acntechjp/articles/eb5d6c8e71bfb9
https://docs.google.com/presentation/d/1Nrz6KbSsL5sbaKk1nNS8ysb4sfB2dK8JZeZooPx4NSg/edit?usp=sharing


バージョン

VibeCodeHPC-jp v0.6.10
(https://github.com/Katagiri-Hoshino-
Lab/VibeCodeHPC-jp/releases/tag/v0.6.10)

Windows11

- WSL バージョン: 2.4.13.0
-カーネルバージョン: 5.15.167.4-1
- Windows バージョン: 10.0.26100.4946

- Ubuntu 22.04.5 LTS (Jammy Jellyfish)

tmux 3.2a

git version 2.34.1

gh version 2.4.0+dfsg1 
(2022-03-23 Ubuntu 2.4.0+dfsg1-2)

OpenSSH_8.9p1 Ubuntu-3ubuntu0.13, OpenSSL 3.0.2 

15 Mar 2022

nvm 0.39.7

- Node.js v22.16.0
- npm 10.9.2

Claude Code 1.0.95

Claude Opus4.1

jq-1.6

Python 3.10.12

- pip 22.0.2 

from /usr/lib/python3/dist-packages/pip (python 3.10)

- matplotlib==3.10.5
- numpy==2.2.6

- pandas==2.3.2

- scipy==1.15.3
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実行手順①

詳細は https://github.com/Katagiri-Hoshino-Lab/VibeCodeHPC-jp

https://github.com/Katagiri-Hoshino-Lab/VibeCodeHPC-jp/releases等から.zipをダウンロードし展開
_remote_infoにスパコン情報をコピー

requirement_definition.mdに要件定義を記載
（後述のプロンプトにその旨を追記し対話的に作成も可能）

「秘密鍵のパスフレーズ」事前入力
eval "$(ssh-agent -s)"
ssh-add ~/.ssh/your_private_key

cd GitHub
アカウント認証（README.md参照）
git init
git remote add origin https://github.com/{YOUR_GITHUB_ID}/{YOUR_REPOSITORY}

cd ../
export VIBECODE_ENABLE_TELEMETRY=false
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実行手順②

【Soloエージェント】

./communication/setup.sh 0 --project GEMM_v0_6_10_solo_ex1

tmux attach-session -t セッション名

./start_solo.sh

【Multiエージェント】

claude mcp add desktop-commander -- npx -y @wonderwhy-er/desktop-commander

./communication/setup.sh 5 --project GEMM_v0_6_10_multi_ex1

tmux attach-session -t セッション名（PMとWorkersの２窓分）

./start_PM.sh
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実行手順③ 起動したPMに以下を貼り付け Enter

あなたはPM（Project Manager）です。VibeCodeHPCプロジェクトを開始します。

まず以下のファイルを読み込んでプロジェクトの全体像を把握してください：

- CLAUDE.md（全エージェント共通ルール）
- instructions/PM.md（あなたの役割詳細）
- requirement_definition.md（プロジェクト要件）※存在する場合
- Agent-shared/以下の全ての.mdと.txtファイル（ただし、.pyファイルを除く）

特に重要：

- max_agent_number.txt（利用可能なワーカー数）
- agent_and_pane_id_table.jsonl（セッション構成とエージェント管理）
- directory_pane_map_example.md（エージェント配置とペイン管理）
- sota_management.md（SOTA管理方法とfamilyの重要性）

全て読み込んだ後、該当する既存の tmux セッションを活用してプロジェクトを初期化してください。
新規セッションは作成しないでください。
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リンク

【フル動画】（※許可が必要）

multiエージェント
https://drive.google.com/file/d/1BvM-G3XQpidlBmm8FvW2FIqxdsYTQg5_/view?usp=drive_link

soloエージェント
https://drive.google.com/file/d/1UgjM75AVDdKu3WqJ7rQaXtDE79ZX-bgr/view?usp=drive_link

【GitHub】

multiエージェント
https://github.com/Katagiri-Hoshino-Lab/VibeCodeHPC-demo-0.6.10-multi-ex1

soloエージェント（後日push予定）

https://github.com/Katagiri-Hoshino-Lab/VibeCodeHPC-demo-solo-ex1
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実験結果
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SoloとMultiエージェントで
性能 & 時間軸で比較
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前ページのグラフの補足

VibeCodeHPC-jp-0.6.10での比較

TypeII V100 1GPUのみ使用

Post Executedは実験後に、jobを実行したもの

性能が高い …禁止されたFP16 Tensorコアの使用（精度要件を満たさない）

性能が低い …GPUメモリエラー
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Multi Agent Final Report

〇43.14% of theoretical peak performance

△Graceful closing of project

in 80 min (Target: 2~3h)
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Multi Agent 

手元の最終report

CDエージェントにより

GitHubにpushされて

いなかった差分

v1.5.1は未実行

後で実行すると

◎ 50.6% 理論性能比
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Solo Agent Final Report

△24.1% of theoretical peak performance

Thus, graceful closing of project

in 35 min (Target: 2~3h)

Forgot to push to GitHub

Abuse of cuBLAS

(prohibited in requirement definition)
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multiエージェント使用技術

手法の概要説明もfinal_report.mdに含まれる

v1.4.0 CUDA最適化 (理論性能比43.14%）

・L2キャッシュへのアクセス遅延を

隠蔽するダブルバッファリング

・__ldg（Read-onlyデータ）によるキャッシュ最適化
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Soloエージェントの限界

GitHubへのpushを忘れる（８割）CDの役割を完遂できない

シングルとマルチ両方試すように要件定義しても片方を忘れる

cuBLAS禁止の制約を忘れ終了しがち

マルチエージェントなら監視し合える（以下はＣＤ が違反に気づいた実例）
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マルチエージェント監視 ＣＤ が違反に気づいた実例

cuBLASで
良い成果が出てます

SE PM CD

cuBLASは禁止！
って要件に書いてある

要件
定義書
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solo エージェント使用技術

v2.0.0 CUDA最適化 (理論性能比23.1%)

・32x32 tile size

・Bank conflict avoidance (+1 padding)

・ループアンローリング
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中間成果物1 hardware_info.md

※特に指示しないと

ログインノードで

性能評価しがち
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中間成果物2 ChangeLog.md

フォーマットを厳密に指定

→ Pythonコードでの分析・グラフ化をリアルタイムに

人間が見たいもの以外は <details> で折り畳み
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PMが決めたエージェント配置

実験では、各エージェント数は指定
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コンテキスト消費の推移 [tokens]
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Solo Agent

Claude’s Context Length [tokens] time transition

Multi Agent
50



マルチエージェントauto-compact (記憶圧縮) 後のケア実例

宛先 SE1: "[PM統括] PG2はジョブID:2053140投入成功。budget_trackerは実行中2件を認識（PG1も投入済みかも）。

CDコンテキスト96.3%警戒継続。auto-compact対策を優先してください。

宛先 PM: "[SE1報告] 30分スナップショット完了。全グラフをUser-shared/snapshots/30min/へ保存。PG2ジョブ

2053140実行中。budget_tracker実行中2件認識。CDコンテキスト20.3%に改善（auto-compact発生？）。"

宛先 CD: "[PM] コンテキスト20.3%に改善！auto-compact発生の可能性。必要に応じてCLAUDE.mdと

directory_pane_map.mdを再読み込みしてください。GitHub同期状況を報告してください。"

CDがauto-compact発生？

SE
PM

CD

OK。読み返すべき
ファイル伝える

51



別の実験
soloエージェントでも上手くいった例

※このレベルの安定性を発揮する確率は約10%

52



Solo Agent rarely work well: ◎68.2% in 3h

Private Repo: https://github.com/Katagiri-Hoshino-Lab/VibeCodeHPC-demo-GEMM-0.6.0-solo-ex1/tree/commit_by_solo_root
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行列積以外の実験（VibeCodeHPC v0.3  ※Agents：8体）
[GPU challenge 2010]の課題を一部改変した BaseCode/
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実験結果：マルチGPUに対し
理論性能の5割のCUDAコード

不老TypeII

1ノード(V100 x 4)

※NUMA

1.5h 動き続けたが

結果的に最初の

シンプルなコード

がベストだった例
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Tips
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リソースグループ一覧を与えることの重要性

与えていない場合

1GPUしか提供しないcx-shareで

4GPU向けのコードを実行しようとしたPGエージェントを確認済み

57



予算管理の注意点

最低消費ラインは低めに設定しておくことを推奨

ChangeLogのフォーマット次第では、デフォルトのPythonコードから認識できず

予算が最低消費ライン(500ポイント～)に全く届かないと分かったPMが

とにかく大量のjobを投げるように命令 すぐ中止するようPMに伝え一件落着

※100ポイント(下限) ～500ポイント(目安) ～1,000ポイント(上限) で安定
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予算｛下限・目安・上限｝到達時刻の自動予測 ※実例
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Pythonコードに関して

予算管理・SOTA追跡・Claudeコンテキスト長の３種の可視化グラフは

usage.mdを用意（LLMが読む）

python3 ○○.py 引数で実行（コマンドライン引数でオプションを制御）

高解像度のグラフはエージェントのtokenを浪費するので

テキストで「各versionのコードの結果」がプロットされているか分かるように

各点をprint()している

定期実行(上書き更新 + 30分ごと保存) & SEの柔軟なコード修正
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hooks 機能のフル活用

数時間、全自動で動かすには Claude Code等のCLIに備わった機能 /hooksが必須

待機状態に入りかけると、STOP hooksが実行される

そのタイミングで任意のプロンプトを追加可能 作業継続命令

他にも以下のような用途で活用

・誤ったSSHを検出して、正しい接続方法のドキュメントを教えたり

・エージェントとの通信方法を忘れた際に、使い方を思い出させたり...
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初期のhooks活用法

エージェントのSTOPを検出

↓

主要なドキュメントのパス一覧を渡し、作業を継続するように伝える

しかし、ClaudeはドキュメントをRead()しようとしないため

次第に自分の役割を忘れてしまっていた
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v0.6.3以降の hooks活用法

エージェントごとに関連ドキュメントを重み付け

それに比例した確率で生のテキストも渡す

リマインダーとして恒常タスクの一覧も提示

Auto-Tuning以外の用途を見据えJSON化
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展望
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【ロードマップ】
スパコン完結型 ローカルLLM マルチCLI Project間AT

実装済み 進行中 65



特にWindowsで環境構築が面倒 スパコン完結型

今まで準備してきたこと

・CIエージェントの廃止

・OpenTelemetryを可視化するOSSコンテナ群を非推奨に

（VibeCodeHPC標準搭載のPythonコードによる可視化が上位互換）

・SSH接続の方法を単一ドキュメント化

66



おすすめ導入ステップ

Claude Proプラン ($20/月)に課金してClaude CodeのCLIを使ってみる

⇩

解決できない問題は MCPサーバを追加して解決

⇩

“日割り”で安く（数日だけ）MaxプランにグレードアップしVibeCodeHPCを試す

※ RAGはCLI, MCPでも解決できない際、Dify等で試すことを推奨
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Maxプラン (月額 $200) でも集約マルチエージェントはレ
ート制限がネックなので工夫

5時間セッション 5時間セッション

60分＋60分 = 120分

レート制限
リセット

Claudeで何
か会話

68



じゃあAPIでやれば？ 課金爆発! ローカルLLMの必要性

1回のマルチエージェント(約90分)のAPI換算費用：$200～$300

⇩VibeCodeHPCの開発 / 実験 (25回程度) を全てAPIで叩いた想定の課金額 $4,800～
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ローカルLLMも同時進行

Qwen3-Coder-480B-A35B-Instruct等の
Claude Sonnet 4に匹敵するコード生成能力を
期待しローカルLLMをスパコンでserving

※推論エンジンvLLMは卒論で触っている

水面下で協力
↓

GPUスパコンでvllmを試してみた：はじめに
https://zenn.dev/exthnet/articles/ebccaa56d5a11a
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マルチCLI対応 （Gemini CLI,   Codex CLI…）
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